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（図３　開帳八）
拝観を終えた人たちが出口（「下向道」）へと向かう
場面である。絵の右下には「やれやれおもしろい宝
物じゃ、しわがのびた」とある。これは絵の右側か
ら出てきた一行の先頭を行く老婆の言葉であろう。
彼女の隣には孫の姿も見える。絵の中央部には武士
が 2人。その背後には「今川家、ねづミよけの守」「辻
法印、家内安全之札」「いこま姫、死霊除守」「長吉
長太郎、中よしの守」などのお札お守りの広告が見
える。これらのお札もすべて浄瑠璃（芝居）所縁の
ものである。「辻法印」は竹田出雲他作『ひらがな
盛衰記』、「長吉長太郎」も同じく出雲他作『双蝶々
曲輪日記』、「いこま姫」は近松門左衛門作『井筒業
平河内通』である。また、絵の左端には、「八百屋
お七」が、恋しさのあまりに放火した時に使った薪
が積み置かれている。八百屋お七は西鶴の『好色五
人女』で知られるが、浄瑠璃にも紀海音『八百屋尾
お七恋緋桜』などがある。
　絵の左中央部には浄瑠璃の台本を乗せる見台が描
かれており、そこには「竹田出雲、文耕堂」と記さ
れている。本書に取り上げられた浄瑠璃の多くはこ
の両名の作品である。そして、その見台の横には義
太夫が使うと思しき湯飲みが置かれており、その下
には「進上、錦文龍、紀海音、長谷川千四、西澤一
鳳」と書かれている。この 4名はいずれも上方で活
躍した浄瑠璃作家である。前者 3名は江戸中期の人
であるが、最後の一鳳は江戸後期の享和 2年（1802）
に生まれて、嘉永 5年（1857）に死去した人である。
上述の通り、福大本には刊記も作者名も記されてい
ない。しかし、本稿に於ける考察を踏まえるならば、
本書は江戸時代後期に上方で製作されたものではな
いかと推測される。そして、その作者も上方の浄瑠
璃に通じた人物、例えば本書巻末にその名前が挙げ
られている西澤一鳳が考えられるのではないだろう
か。最後に書名の『霞の海』であるが、浄瑠璃では
近松の『日本振袖始』にその用例を見ることができ
る。
